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=]レステ□-ル食ラットの血漿リポμん白およびアガμん白に及｡､rt影響

日そ戈収改　曽根正vl.　o田中千寿子　野崎偉ﾇ、

　回的　コレステロ-ル（ch.）投与ラットにお･いて、高rこん自食でa血申Ch濃度が低下i

ると良舌されているボ.リポμん白レベルでの研叱は少ない。そこで今回はrこん白質㎡｀脂

質代謝､こ艮ぼi影響－血｡唆リホ･μ心白おjびアポμん佃にっい■X検討レすこ。

　方城　変､験l こ＼ぬすc,r系雄ラ　ットをIB い、カゼイン20%. 火瓦油ぎ% 食投与群（Stむrふrd

群）1こ対し、カゼノ1ン20 % ,ラード5%、Ch. 0､S %、コール酸ナトリウμ0,3 °a食投与

癖(c。･>trr,＼群）i加日閲飼有しぬ畝しれ。実験I：史験l ^ C。ntr。＼群に対してカ-ti'イン£

4o%としμあTこん自噴食群C H一升。七群）で3o曰間胴･%し比較いこ。ラツいx剖t使14-

Ife時間延食し、エ- -rル太酔下でヽViヽ臓ヵし^血し、超造､､sうま､1こより血漿リポTこん白分画1

得、各タの総Ch.トリグ゛リセライド｀（丁（T) , r-ん白C恥.）遭友を刺史し. SDSポリ

アワy Iレアミド｀h-'ルf'ィスク電気球で動によりアガμん台15則免しす-~。tね血漕リポすこん臼

IIポリアクリレアミド｀f')レディスク電気練物（V/＼^B）を行なっμ。

　勧粟　史験1 : Ch攻与によ'J 、終Ch ,I V U ）し. ＼-,V>L,X'増iraし、H P U衣城少しすこ。

丁恥！C融丿癖び肝臓で嵩値i. ホし1-.。V A a-E で､a C。r畑|群でβ分画の刺合・り

o（’ヽ゜c.゛喘少しμ｡（pr^βり3 ）/政‘a Sねn血rd群O.4-I に対し, Control群＼i |.08 T"あっf- .

t t-、Control群でn VしP L 呼のアポC とH D U申のアポE、アポA - I ,アポC、HP

し3中のアガEがS勿n面哨淋より仏値て゛あ■> iこ。吏､瞼瓦：H - F扁t.癖で萬ひ咳M. はV U D L

L D L -!：゛鷹少し・HP Lば増加傾向にあっr-。ますこpr .βが喘少し. H D L,ｚのアポC ≪＼"増

加碩向li あフすこ。

A 99 調蓼,- t 3 凍ヽ哨,f・

多剔蓼装本耀匁

拶一flgiK暑7り

穴紆和チ

朝壽由東子

y Chふsttr・l一蓼^聚仁

長^"1が子　・内旧初i＼
限部良手　　　成片叡:貳

　@妁　肴専修ch。lesterol ，S事内での参成･. ^ 、‥t抑ぽt.。噴ji-. fe;fgま。て，食ふfif粁り

ゑ択と,訓疹*鳶～重媛亨べ5 で万? t 考え，ラ沁i めで，食呵甲'^ 報卵鮎量^紬乱,＼-e.d々，＼

量（VA下CM＼)玖つい■z ,　肉‘碑鼻■ 鄙彦劉 まいど糾寥ニF i 成分厦・栗動^梗討しr-。

れ報ぞ,j牛・豚･ 嘔肉ゆμﾆ軟-6行。n /7?. /f (9if声･河ﾉ賀ヽり1い･鵜沢の気験-g-貳おr=。

　方滅試折,fプ’がoラー（? 直々）多剔

ｔ

哨求w柵斌マ゛行■, r- ｡ 分稗ir砥：水か,リ!;芦W郷乾辱広，蛋白質･fケ,レダ' - ，l・鳶コ琲質'J^

醵か解泳どエ- f ii・細出冰併利. Oil 。芦量刑且脂肪甲-ﾉ琲心柏^に･ヽリト･に゛

ズ･／お>^醵黄瓜i' ごい尤色蔵f 函いr-.

　政果　鶴明？り^脂肪曇a、£肩いり戸s 屡｡=･- ヂy ・オ又・　& 6 肉, ヂ刻肉の含沸量

が異常･二あく3，～抑φ以よt ホレ仁。ダ= < ラ- a £.釘補日本食品或や良の教値t 々ヤt

ii.S 籾虔, 雇ヽ集>f同政剱の数痕ヒ楯執レfi ．，｡々ヽレ支慨レ<n 肉で,ぶ催判のJ!t if 鳶5- ，て。

鵡ひi "k^t£体として皮肩ソ･ もも内,＝多<、棟判T.･^鳶・屋コーキソ, 7"｀ロ■<ラ- , 彪

舞・咳でJ5 ， r-. 調疹μぶる着化．iあ稚降臨で^3^ - 茄rり方広ダ最t> 減少李jr^鳥く. 攻。ぞ

高屑疲，ロ擲■焼きf あ，な。戻屏･) 司r≒ぷμ～Tiφ1 n成少(こ灯レ延齢レZ"｀･? 3 ～･3 ;/.りφ"

夕･・i=-≫ソヽ捕球倹り芦蕃のμ政敵象一身ヽi-殆ん｡゛喬ヵヽ，・=。蛎Ck] 量心

布<≫誠ぽ広が｀最t 籾率よ<■>%いで右;ブ･ 攻きであ。瓢。ヽ房肩ソ・皮,#, レ冽のtc-%

有I) メ良瘍レの泰肩量> ソ砥く>?｀リ，細垠,二より&M -i^t艮有ダ・^減常が淳か，r=.。


